
町 村 週 報第２５４３号 （第三種郵便物認可） 平成１７年１２月１９日 １６

情 報

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
は
両
論
併
記
＝
中

教
審
・
義
務
教
育
特
別
部
会
「
審
議
経
過

報
告
そ
の 

」 

２
５
２
９　
 

全
国
町
村
会
臨
時
総
会
を
開
催

 

２
５
３
０　
 

　

年
度
予
算
概
算
要
求
で
共
同
声
明
＝
地

１８方
六
団
体 

２
５
３
３　
 

台
風　

号
に
よ
る
災
害
復
旧
で
緊
急
要
望

１４

 

２
５
３
４　
 

全
国
町
村
長
大
会
は　

月　

日

１１

３０

 

２
５
３
６　
 

六
団
体
代
表
が
三
位
一
体
の
改
革
で
意
見

交
換
＝
自
民
党
地
方
税
財
政
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム 

２
５
３
７　
 

経
済
財
政
財
政
諮
問
会
議
で
六
団
体
代
表

が
意
見 

２
５
３
７　
 

補
助
金
改
革
案
に
つ
い
て
関
係
大
臣
と
意

見
交
換
＝
国
と
地
方
の
協
議
の
場

 

２
５
４
０　
 

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
決
定
に
対
す
る

声
明
＝
地
方
六
団
体 

２
５
４
０　
 

石
原
副
会
長
が　

年
度
税
制
改
正
な
ど
で

１８

要
望
＝
自
民
党
総
務
部
会
・
地
方
行
政
調

査
会
等
合
同
会
議 

２
５
４
０　
 

青
木
副
会
長
が
医
療
保
険
制
度
改
革
で
意
見

＝
自
民
党
社
会
保
障
制
度
調
査
会
医
療
委

員
会 

２
５
４
０　
 

地
方
六
団
体
代
表
が
新
閣
僚
・
自
民
党
役

員
な
ど
を
訪
問 

２
５
４
０　
 

地
方
分
権
改
革
総
決
起
大
会
ひ
ら
く
＝
地

方
六
団
体 

２
５
４
１　
 

地
方
六
団
体
代
表
が
実
行
運
動
を
展
開

 

２
５
４
１　
 

地
方
六
団
体
代
表　

三
位
一
体
改
革
の
改

革
を
与
党
に
要
請 

２
５
４
１　
 

全
国
町
村
長
大
会
開
く

 

２
５
４
２　
 

「
地
方
分
権
の
確
立
と
町
村
行
財
政
基
盤

の
強
化
を
は
か
り
住
民
一
人
ひ
と
り
が
誇

り
と
愛
着
を
持
ち
生
き
が
い
を
実
感
で
き

る
魅
力
あ
る
町
村
の
実
現
を
目
指
し
て
」

を
刊
行 

２
５
４
２　
 

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
緊
急
要
望

 

２
５
４
３　
 

　
〈
政　

策
〉

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
を
閣

議
決
定
﹇
解
説
﹈ 

２
５
１
６　
 

借
金
総
額
が
１
９
８
兆
円
に
拡
大
＝
平
成

　

年
度
版
地
方
財
政
白
書
﹇
解
説
﹈

１７
 

２
５
１
７　
 

災
害
に
強
い
国
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
＝
平

成　

年
度
国
土
交
通
白
書

１６

 

２
５
１
８　
 

防
災
と
温
暖
化
防
止
の
メ
リ
ッ
ト
強
調
＝

２
０
０
４
年
度
林
業
白
書
﹇
解
説
﹈

 

２
５
２
１　
 

総
務
省
が
合
併
新
法
の「
基
本
指
針
」告
示

 

２
５
２
２　
 

新
た
な
基
本
計
画
に
基
づ
く
「
攻
め
の
農

政
」
へ
＝
平
成　

年
度
食
料
・
農
業
・
農

１６

村
白
書
﹇
解
説
﹈ 

２
５
２
５　
 

「
骨
太
方
針
２
０
０
５
」を
閣
議
決
定﹇
解
説
﹈

 

２
５
２
６　
 

巨
大
地
震
へ
の
備
え
の
重
要
性
を
強
調
＝

平
成　

年
版
防
災
白
書
﹇
解
説
﹈

１７

 

２
５
２
８　
 

都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生
・
対
流
の
推
進

で
提
言
＝
政
府
副
大
臣
会
議

 

２
５
３
１　
 

町
村
部
の
人
口
が
大
幅
に
減
少
＝
住
民
基

本
台
帳
人
口
（
平
成　

年
３
月　

日
）

１７

３１

 

２
５
３
２　
 

１
０
０
年
後
渇
水
と
豪
雨
の
危
険
性
が
増
大

＝
２
０
０
５
年
水
資
源
白
書

 

２
５
３
３　
 

地
方
交
付
税
・
地
方
特
別
交
付
金
概
算
要

求
の
概
要 

２
５
３
３　
 

新
た
に「
合
併
市
町
村
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

に
財
政
措
置
﹇
解
説
﹈ 

２
５
３
４　
 

一
般
財
源
、
前
年
度
並
み
確
保
へ
＝
平
成

　

年
度
総
務
省
予
算
概
算
要
求
重
点
施
策

１８

平
成　

年
４
月
〜
平
成　

年　

月

１７

１７

１２

２
５
１
５
号
〜
２
５
４
３
号

　
〈
活　

動
〉

山
本
全
国
町
村
会
長
は
じ
め
地
方
代
表
が

意
見
＝
中
教
審
・
義
務
教
育
特
別
部
会

 

２
５
１
５　
 

山
本
全
国
町
村
会
長
が
国
保
制
度
の
あ
り

方
で
意
見
陳
述
＝
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

 

２
５
１
５　
 

山
本
全
国
町
村
会
長
が
参
議
院
厚
生
労
働

委
員
会
で
意
見
陳
述 

２
５
１
７　
 

山
本
全
国
町
村
会
長
が
介
護
保
険
制
度
で

意
見
陳
述
＝
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会　

 

２
５
１
８　
 

教
育
委
員
会
の
在
り
方
で
山
本
全
国
町
村

会
長
が
意
見
陳
述 

２
５
１
９　
 

山
本
全
国
町
村
会
長
が
意
見
陳
述
＝
第　
２８

次
地
方
制
度
調
査
会
専
門
小
委
員
会

 

２
５
２
０　
 

経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
け
る
財
務
大
臣

の
提
案
に
対
す
る
意
見
＝
地
方
六
団
体　

 

２
５
２
１　
 

「
分
権
改
革
日
本
」全
国
大
会
開
く
＝
地
方

六
団
体 

２
５
２
３　
 

義
務
教
育
費
の
負
担
の
在
り
方
で
山
本
全

国
町
村
会
長
が
意
見 

２
５
２
４　
 

「
骨
太
方
針
２
０
０
５
」地
方
六
団
体
会
長

談
話 

２
５
２
６　
 

平
成　

年
度
政
府
予
算
編
成
、施
策
で
要
望

１８

 

２
５
２
７　
 

役
員
が
関
係
省
庁
に
実
行
運
動
を
展
開　

 

２
５
２
７　
 

平
成　

年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に

１８

関
す
る
要
望 

２
５
２
７　
 

国
庫
補
助
負
担
金
改
革
案
を
小
泉
内
閣
総

理
大
臣
に
提
出
＝
地
方
六
団
体

 

２
５
２
９　
 

﹇
解
説
﹈ 

２
５
３
５　
 

新
基
本
計
画
に
沿
っ
て
農
政
改
革
＝
平
成

　

年
度
農
林
水
産
省
予
算
概
算
要
求
重
点

１８施
策
﹇
解
説
﹈ 

２
５
３
６　
 

人
口
減
社
会
で
少
子
化
対
策
に
力
点
＝
平

成　

年
度
厚
生
労
働
省
予
算
概
算
要
求
重

１８
点
施
策
﹇
解
説
﹈ 

２
５
３
７　
 

地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
再
生
も
＝
平
成

　

年
度
国
土
交
通
省
予
算
概
算
要
求
重
点

１８施
策
﹇
解
説
﹈ 

２
５
３
８　
 

社
会
保
障
の
地
域
差
是
正
を
＝
２
０
０
５

年
版
厚
生
労
働
白
書
﹇
解
説
﹈

 

２
５
３
９　
 

焦
点
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
は
満
額

計
上
＝
平
成　

年
度
文
部
科
学
省
予
算
概

１８

算
要
求
重
点
施
策
﹇
解
説
﹈

 

２
５
３
９　
 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
堅
持
を
答
申
＝
中

央
教
育
審
議
会 

２
５
４
０　
 

平
成　

年
度
環
境
省
予
算
概
算
要
求
重
点

１８

施
策
﹇
解
説
﹈ 

２
５
４
０　
 

３
兆
円
の
税
源
移
譲
は
実
現
す
る
が
負
担

転
嫁
も
＝
三
位
一
体
改
革　

政
府
・
与
党

合
意 

２
５
４
３　
 

医
療
制
度
改
革
大
綱
を
決
定
＝
政
府
・
与
党

 

２
５
４
３　
 

　
〈
論　

説
〉

農
山
村
に
生
き
る
現
代
的
意
義　

早
稲
田

大
学
教
授　

宮
口　
 

 

２
５
２
８　
 

ほ
ど
よ
い
政
府－

地
方
分
権
の
ネ
ク
ス
ト
・

ス
テ
ッ
プ－

　

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
・
経
済
学
部
教
授　

神
野　

直
彦

 

２
５
４
１　
 

　
〈
随　

想
〉

心
の
健
康　

　

埼
玉
県
三
芳
町
長

 

林　
　

孝
次　

２
５
１
５　
 

都
市
と
の
共
存
を
計
り
つ
つ
自
立
で
き
る

町
村
週
報
主
要
索
引
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町
づ
く
り
を
進
め
る

　

静
岡
県
小
山
町
長

 

長
田　
　

央　

２
５
１
６　
 

輝
く
町
「
由
宇
町
」
に
向
け
て

　

山
口
県
由
宇
町
長

 

槙
本　

利
光　

２
５
１
７　
 

戦
後　

年
の
今
日
の
慨
嘆

６０

　

宮
崎
県
北
川
町
長

 

盛
武　

義
美　

２
５
１
８　
 

今
日
の
話
題

　

兵
庫
県
播
磨
町
長

 

佐
伯　

忠
良　

２
５
１
９　
 

平
成
の
大
合
併

　

新
潟
県
聖
籠
町
長

 

渡
邊　

廣
吉　

２
５
２
０　
 

人
生
を
俳
句
と
と
も
に

　

高
知
県
町
村
会
長
・
物
部
村
長

 

宗
石　
 

道　

２
５
２
１　
 

宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン

　

秋
田
県
田
代
町
長

 

吉
田　

光
明　

２
５
２
２　
 

日
本
の
ふ
る
さ
と
と
輝
く
未
来
が
共
生
す

る
花
の
ま
ち

　

島
根
県
町
村
会
長
・
斐
川
町
長

 

本
田　

恭
一　

２
５
２
３　
 

小
さ
な
町
の
大
き
な
国
際
交
流

　

香
川
県
多
度
津
町
長

 

小
國　
　

宏　

２
５
２
４　
 

日
本
一
の
産
地
を
め
ざ
し
て
！

　

岩
手
県
浄
法
寺
町
長

 

清
川　

明
彬　

２
５
２
５　
 

今
昔
長
崎
街
道
二
人
旅　

　

佐
賀
県
江
北
町
長

 

田
中　

源
一　

２
５
２
６　
 

都
会
生
活
と
ふ
る
さ
と
の
生
活
と
の
違
い

　

東
京
都
三
宅
村
長

 

平
野　

祐
康　

２
５
２
８　
 

比
庵
と
陶
源
郷
ま
し
こ

　

栃
木
県
益
子
町
長

 

平
野　

良
和　

２
５
２
９　
 

タ
ブ
ー
に
挑
戦
、
最
先
端
を
走
り
た
い
…

専
務
・
常
務
の
機
構
改
革

　

愛
知
県
町
村
会
長
・
西
春
町
長

 

上
野　

政
夫　

２
５
３
０　
 

台
風
森
林
被
害
あ
れ
こ
れ

　

岡
山
県
奈
義
町
長

 

中
井　

孝
夫　

２
５
３
１　
 

雑
感
・
町
村
合
併
が
終
わ
っ
て

　

和
歌
山
県
町
村
会
長
・
み
な
べ
町
長

 

山
田　

五
良　

２
５
３
２　
 

無
常
と
狂
騒
の
数
年

　

宮
城
県
唐
桑
町
長

 

佐
藤　

和
則　

２
５
３
３　
 

父
祖
の
足
跡
を
た
ず
ね
て

　

鹿
児
島
県
町
村
会
長
・
さ
つ
ま
町
長

 

井
上　

章
三　

２
５
３
４　
 

新
し
い
里
山
文
化
の
創
出
に
向
け
て

　

茨
城
県
町
村
会
長
・
阿
見
町
長

 

川
田　

弘
二　

２
５
３
５　
 

観
光
の
村
と
し
て
村
名
に
思
う
こ
と
と
観

光
の
再
生
を
目
指
し
て

　

長
野
県
白
馬
村
長

 

福
島　

信
行　

２
５
３
６　
 

タ
イ
国
在
住
三
年
間
の
思
い
出

　

沖
縄
県
（
元
）
城
辺
町
長

 

仲
間　
　

克　

２
５
３
７　
 

自
然
と
の
共
生
・
文
化
の
薫
り
「
川
西
町
」

　

奈
良
県
川
西
町
長

 

上
田　

直
朗　

２
５
３
８　
 

自
立
に
向
か
っ
て　

　

福
岡
県
広
川
町
長

 

 

鍋　

具
弥　

２
５
３
９　
 

半
世
紀
の
我
が
人
生
、振
り
返
り
て
今
思
う

　

滋
賀
県
町
村
会
長
・
豊
郷
町
長

 

大
野
和
三
郎　

２
５
４
０　
 

地
域
住
民
は
宝
の
山

　

群
馬
県
大
泉
町
長

 

長
谷
川　

洋　

２
５
４
３　
 

　
〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

交
流
型
農
村
を
目
指
し
て

 

沖
縄
県
東
村　
　

２
５
１
６　
 

日
本
の
原
風
景
、
東
紀
州
の
象
徴
「
丸
山

千
枚
田
」

 

三
重
県
紀
和
町　

２
５
１
７　
 

都
市
と
の
交
流
で
町
を
元
気
に
！

 

千
葉
県
和
田
町　

２
５
１
８　
 

元
気
に
な
る
町
、
さ
せ
る
町

 

佐
賀
県
嬉
野
町　

２
５
１
９　
 

住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

熊
本
県
宮
原
町　

２
５
２
０　
 

自
然
と
文
化
と
環
境
の
ま
ち
・
直
島

 

香
川
県
直
島
町　

２
５
２
２　
 

虫
夢
と
こ
ろ
昆
虫
の
家

 

北
海
道
常
呂
町　

２
５
２
４　
 

せ
せ
ら
ぎ
遊
園
の
ま
ち
づ
く
り

 

滋
賀
県
甲
良
町　

２
５
２
５　
 

柚
餅
子
づ
く
り
で
地
域
を
活
性
化

 

長
野
県
天
龍
村　

２
５
２
６　
 

農
家
蔵
保
存
利
活
用
と
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

 

青
森
県
尾
上
町　
　

２
５
２
９　
 

新
規
定
住
促
進
で
活
性
化
を
目
指
す

　
　

和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町

 

２
５
３
０　
 

村
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

 

高
知
県
馬
路
村　
　

２
５
３
０　
 

住
民
・
議
会
・
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

 

栃
木
県
南
河
内
町　

２
５
３
１　
 

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
万
葉
の
里

 

宮
城
県
大
衡
村　
　

２
５
３
２　
 

吉
野
川
源
流
の
天
然
林
保
全
に
水
源
地
の

村
づ
く
り
を
推
進

 

奈
良
県
川
上
村　
　

２
５
３
４　
 

太
陽
を
味
方
に
つ
け
た
町

 

北
海
道
北
竜
町　
　

２
５
３
５　
 

風
は
南
か
ら

 

鹿
児
島
県
三
島
村　

２
５
３
６　
 

�
天
王
山�
と
竹
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

京
都
府
大
山
崎
町　

２
５
３
８　
 

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
農
業
を
め
ざ
し
て

 

栃
木
県
茂
木
町　
　

２
５
３
９　
 

聴
こ
え
ま
す
か　

ち
っ
ち
ゃ
な
村
の
さ
さ

や
か
な
夢

 

富
山
県
舟
橋
村　
　

２
５
４
０　
 

職
員
が
変
わ
れ
ば
、
役
場
は
変
わ
る

 

愛
知
県
西
春
町　
　

２
５
４
１　
 

自
然
生
態
系
農
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

 

宮
崎
県
綾
町　
　
　

２
５
４
３　
 

　
〈
情　

報
〉

平
成　

年
度
市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
会

１７

議
長
総
務
大
臣
表
彰
式
挙
行
さ
れ
る

 

２
５
３
７　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
山
口
県
）

 

２
５
１
５　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
高
知
県
）

 

２
５
１
８　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
新
潟
県
・

兵
庫
県
・
島
根
県
・
熊
本
県
）

 

２
５
１
９　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
北
海
道
・

茨
城
県
） 

２
５
２
０　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
千
葉
県
）

 

２
５
２
１　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
岩
手
県
・

和
歌
山
県
） 

２
５
２
４　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
秋
田
県
・

山
形
県
・
鳥
取
県
・
広
島
県
）

 

２
５
２
５　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴（
神
奈
川
県
・

山
梨
県
・
石
川
県
・
静
岡
県
・
愛
知
県
・

徳
島
県
・
鹿
児
島
県
）

 

２
５
２
６　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
福
島
県
・

栃
木
県
・
岐
阜
県
・
奈
良
県
）

 

２
５
２
７　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
青
森
県
）

 

２
５
２
８　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
福
井
県
）

 

２
５
２
９　
 

新
任
都
道
府
県
会
長
の
略
歴
（
千
葉
県
・

大
阪
府
・
山
口
県
） 

２
５
４
３　
 

町
村
週
報
主
要
索
引
（
平
成　

年
４
月
〜

１７

　

月
） 

２
５
４
３　
 

１２
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　総務省では、平成１７年１２月１０日から来年１８年１月１０日
までを寄附禁止強化期間と定め、政治家の寄附禁止等に
係る国民運動を展開することとし、国民の方々に「政治
家の寄附の禁止等」について改めて周知の徹底を図って
います。
　これは、先の衆議院議員総選挙を通じ、国民の政治・
選挙に対する意識が高まりを見せていること、また、平
成２年２月に政治家の寄附禁止の強化を図るための改正
公職選挙法が施行されてから今年で満１５年を迎えたこと
を踏まえたものです。
　今回の国民運動では、年末年始のタイミングを逸する
ことなく、啓発効果を高めるため、リーフレット、ポス
ターについては町村に協力をお願いし、住民に配布・回
覧、あるいは役場を中心とした公的施設のほか、自治会
や商店街などの協力を得て掲示を行うなど、きめ細やか
な啓発活動を展開します。

◇政治家の寄附禁止国民運動◇



（第三種郵便物認可） 第２５４３号平成１７年１２月１９日１９ 町 村 週 報

随 想
　

本
町
は
、
高
低
差
５
ｍ
と
い
う
平
坦

な
地
、
年
間
日
照
時
間
は
２
、
０
０
０

時
間
を
越
え
、
台
風
な
ど
の
災
害
が
ほ

と
ん
ど
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
が
こ
の

地
域
の
地
理
的
特
性
で
す
。
農
業
主
体

の
暮
ら
し
振
り
が
一
変
し
た
の
は
、
軍

需
産
業
と
し
て
中
島
飛
行
機
製
作
所
小

泉
工
場
が
昭
和　

年
に
開
設
さ
れ
て
か

１６

ら
で
す
。
敗
戦
ま
で
の
期
間
、
多
い
時

期
は
６
万
人
の
従
業
員
が
働
い
て
い
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
記
録
を
当
た
っ
て

み
る
と
工
場
開
設
以
前
に
比
べ
戦
後
の

　

年
の
人
口
は
２
・
５
倍
に
な
っ
て
い

２１ま
す
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
人
達
が
定

住
化
し
た
わ
け
で
す
。

　

私
事
で
す
が
、
昭
和　

年
の
夏
休
み

４２

に
姉
弟
３
人
で
北
海
道
旅
行
に
行
っ
た

折
、
根
室
本
線
の
込
合
う
車
内
で
の
雑

談
で
出
身
地
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
群

馬
県
大
泉
町
と
答
え
、
以
前
は
小
泉
町

と
大
川
村
だ
っ
た
と
言
い
添
え
る
と
、

そ
の
男
性
は
懐
か
し
そ
う
に
、
戦
時

中
、
中
島
飛
行
機
製
作
所
で
働
い
て
い

た
と
語
り
ま
し
た
。
戦
後
、
彼
は
故
郷

の
帯
広
に
帰
っ
た
の
だ
と
。
そ
れ
を
聞

い
た
と
き
、
我
が
町
に
全
国
か
ら
働
く

た
め
に
来
て
い
た
人
が
い
か
に
多
か
っ

た
か
を
実
感
し
た
も
の
で
す
。

　

戦
後
の
混
乱
期
、
こ
の
町
に
は
米
軍

が
駐
留
し
、
緊
張
の
続
く
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
昭
和　

年
に
合
併
し
て
新

３２

た
な
歩
み
を
は
じ
め
る
事
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て　

年
大
手
電
機
会
社
が
進

３４

出
す
る
事
で
新
た
に
全
国
か
ら
の
人
材

が
こ
の
町
や
近
隣
市
町
村
に
移
り
住
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

再
び
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
町
の
議

員
に
な
っ
て
沖
縄
に
視
察
に
行
っ
た
時

の
事
、
土
産
を
物
色
し
て
い
た
Ａ
先
輩

議
員
が
突
然
大
き
な
声
を
出
し
て
も
う

一
人
の
Ｂ
先
輩
議
員
を
呼
び
ま
し
た
。

実
は
、
売
り
子
の
女
性
の
妹
さ
ん
が
、

我
が
町
の
電
機
会
社
に
就
職
し
て
い
る

ら
し
い
の
で
す
。
呼
ば
れ
た
Ｂ
議
員

は
、
そ
の
電
気
会
社
の
出
身
で
、
よ
く

よ
く
話
を
聞
く
と
偶
然
に
も
そ
の
妹
さ

ん
と
同
じ
職
場
だ
っ
た
事
が
わ
か
り
、

和
や
か
さ
が
更
に
増
し
た
の
で
し
た
。

そ
の
店
で
ほ
と
ん
ど
の
土
産
を
購
入
し

た
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
か
ら
人
々
が
集
ま
り
定
住
化
す

る
事
を
都
市
化
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、

本
町
は
早
い
時
期
か
ら
そ
の
傾
向
が
強

く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
本
町
に
と
っ

て
強
み
に
な
っ
た
の
は
、
定
住
化
し
た

人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
地
を
故
郷
と

位
置
付
け
て
い
る
事
で
す
。
戦
中
か
ら

住
み
始
め
た
人
も
、
電
機
会
社
進
出
以

後
異
動
し
て
こ
ら
れ
た
人
も
そ
の
意
識

に
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も

新
た
に
住
み
始
め
た
人
に
対
し
て
も
、

寛
容
と
協
調
の
姿
勢
で
接
し
て
い
る
事

で
す
。「
地
域
に
溶
け
込
む
の
に
と
て

も
自
然
に
入
っ
て
い
け
た
」
と
の
声
を

聞
く
の
は
珍
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
が
、　

行
政
区
に
あ
る　

の
地
域
公

３２

２２

民
館
で
す
（
複
数
の
区
で
共
同
運
営
し

て
い
る
地
域
公
民
館
が
あ
り
ま
す
）。

こ
の
活
動
は
地
域
で
の
、
自
主
運
営
・

自
主
財
源
を
基
本
に
行
っ
て
い
て
、
地

域
で
の
ほ
と
ん
ど
の
世
代
を
対
象
に
す

る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
も
地
域
の
公
民
館
役
員
を
経
験
し

ま
し
た
が
、
年
間
に
行
わ
れ
る
行
事
に

関
わ
る
中
で
の
出
会
い
や
交
流
、
知
ら

ず
に
い
た
地
域
の
や
り
方
な
ど
、
よ
り

深
い
活
動
と
経
験
が
で
き
た
と
受
け
と

め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
感
慨
は
役
員

経
験
者
の
ほ
と
ん
ど
に
共
通
の
も
の

で
、
館
長
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
組
織
が
連
綿
と

続
い
て
い
る
の
も
そ
こ
に
基
点
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
そ
の
活
動
に
大
き
な
弾
み
を

つ
け
た
の
が
昭
和　

年
に
実
施
さ
れ
た

５８

国
民
体
育
大
会
の
少
年
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
の
招
致
で
し
た
。
宿
泊
施

設
の
無
い
町
で
地
域
公
民
館
を
地
域
の

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
と
共
に
活
用

し
て
成
功
に
導
い
た
の
で
す
。
こ
の
成

功
体
験
の
自
信
が
、
地
域
の
力
と
し
て

定
着
し
た
の
で
す
。
現
在
は
文
化
活
動

の
発
表
の
場
を
秋
に
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ

の
面
で
は
秋
の
体
育
祭
を
地
域
公
民
館

対
抗
と
し
て
位
置
付
け
そ
の
内
容
を

競
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
活
動
で
獲
得
し
た
知
恵
を
い
か

に
ま
ち
作
り
に
発
揮
し
て
い
た
だ
く
か

が
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
「
ふ
れ

あ
い
座
談
会
」
を
開
催
し
、
行
政
へ
の

積
極
的
な
参
画
を
促
そ
う
と
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
多
彩
な
人
材
の
力
を

い
か
に
活
用
し
て
い
く
か
、
参
画
の
実

践
を
進
め
る
か
、
厳
し
さ
を
増
す
地
方

行
政
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

共
に
宝
の
山
で
も
あ
り
ま
す
。

�
地
域
住
民
は
宝
の
山

群 馬 県

 大  泉 町 長
おお いずみ

長 谷 川 洋
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厚
生
労
働
省
は　

月　

日
、
平
成　

年

１１

２２

１６

度
市
町
村
国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況

（
速
報
）
を
公
表
し
た
。

　

一
般
被
保
険
者
分
、
退
職
被
保
険
者
等

分
、
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ
た
収
入
合
計

は　

兆
８
、
６
３
５
億
円
、
支
出
合
計
は

１０

　

兆
６
、
９
９
８
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

１０収
支
差
引
額
は
１
、
６
３
８
億
円
と
な
っ

て
い
る
。
収
入
支
出
か
ら
基
金
繰
入
（
取

崩
）
金
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
、
基
金

積
立
金
及
び
前
年
度
欠
損
補
填
等
を
除
い

た
単
年
度
収
支
差
引
額
は
１
６
７
億
円
の

赤
字
と
な
り
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
う
ち

赤
字
補
填
を
目
的
と
す
る
収
入
を
除
く
と

３
、
２
８
４
億
円
の
赤
字
と
な
る
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
被
保
険
者
分
は
収
入

合
計
７
兆
８
、
２
４
９
億
円
、
支
出
合
計

７
兆
６
、
５
２
５
億
円
、
収
支
差
引
額
は

１
、
７
２
４
億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
単
年
度
収
支
差
引
額
で
は
２
９

３
億
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

単
年
度
収
支
で
の
黒
字
保
険
者
は
１
、

０
４
２
保
険
者
（
前
年
度
比
１
８
７
保
険

者
増
）で
、
そ
の
総
額
は
７
３
０
億
円（
同

４
０
４
億
円
増
）
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
赤
字
保
険
者
は
１
、
４
８
９
保
険
者

（
同
８
０
０
保
険
者
減
）
で
、
そ
の
総
額
は

８
９
８
億
円
（
同
５
１
０
億
円
減
）
の
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
保
険
料
（
税
）
の
収
納
状
況
で

は
、
全
国
平
均　

・　

％
（
同
０
・　

％

９０

０９

１２

減
）
に
対
し
、
都
市
部
平
均　

・　

％
、

８９

３９

町
村
部
平
均　

・　

％
と
な
っ
て
お
り
、

９３

５７

収
納
率
１
０
０
％
の
保
険
者
も　

保
険
者

２７

（
同　

保
険
者
減
）
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。

１７
平
成　

年
度
国
保
財
政
状
況
ま
と
ま
る

16－

厚
生
労
働
省－

米
国
産
牛
肉
輸
入
の
停
止
の
措
置

を
解
除　

－

農
水
・
厚
労
両
省－

　

総
務
省
は　

月　

日
、「
平
成　

年
度

１１

３０

１６

市
町
村
普
通
会
計
決
算
の
概
要
」
を
取
り

ま
と
め
た
。

　

決
算
規
模
を
見
る
と
、
歳
入　

兆
６
、

５０

５
０
０
億
円
（
前
年
度
比
５
、
４
５
８
億

円
減
）
に
対
し
歳
出　

兆
２
、
５
７
８
億

４９

円
（
同
５
、
２
６
８
億
円
減
）
と
な
っ
て

お
り
、
実
質
収
支
で
１
兆
６
３
２
億
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
単
年
度
収
支
は
２

年
連
続
増
加
し
た
も
の
の
、　

市
町
村
が

２５

赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
で
は
、
①
地
方
税　

兆
２
、
３
２

１７

０
億
円
（
同　

億
円
減
）、
②
地
方
譲
与
税

７７

７
、
６
１
１
億
円
（
同
２
、
４
１
２
億
円

増
）、
③
地
方
交
付
税
７
兆
７
、
１
１
９
億

円
（
同
３
、
７
８
９
億
円
減
）、
④
地
方
債

５
兆
２
、
８
３
４
億
円
（
同
９
、
２
２
２

億
円
減
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
①
義
務
的
経
費　
２３

兆
３
、
７
９
７
億
円
（
同
２
、
０
１
９
億

円
増
）、
う
ち
、
人
件
費　

兆
３
、
９
５
７

１０

億
円
（
同
１
、
９
２
２
億
円
減
）、
扶
助
費

６
兆
４
、
５
４
２
億
円
（
同
４
、
５
８
０

億
円
増
）、
公
債
費
６
兆
５
、
２
９
９
億
円

（
同
６
３
７
億
円
減
）、
②
投
資
的
経
費
８

兆
１
、
４
２
６
億
円
（
同
８
、
４
０
７
億

円
減
）、
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
費
７
兆

８
、
９
２
３
億
円
（
同
９
、
４
５
１
億
円

減
）、
災
害
復
旧
事
業
費
２
、
３
４
９
億
円

（
同
１
、
０
４
３
億
円
増
）
等
と
な
っ
て
お

り
、
市
町
村
の
歳
出
削
減
努
力
等
に
よ
り

投
資
的
経
費
が
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
は　

・
５
％
（
同

９０

３
・
１
％
増
）、
起
債
制
限
比
率
は　

・
２

１１

％
（
同
０
・
２
％
増
）、
財
政
力
指
数
は

０
・　

（
同
０
・　

増
）
と
な
っ
て
お
り
、

４７

０４

将
来
に
亘
る
実
質
的
な
財
政
負
担
は
、
地

方
債
現
在
高
の
増
加
等
に
よ
り　

兆
９
、

５８

４
５
３
億
円
（
同
８
、
６
９
９
億
円
増
）

と
過
去
最
高
水
準
を
更
新
し
て
い
る
。

平
成　

年
度
市
町
村
普
通
会
計
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決
算
ま
と
ま
る 

－

総
務
省－

　

政
府
は　

月　

日
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
産

１２

１２

牛
肉
輸
入
停
止
措
置
の
解
除
を
決
定
し

た
。

　

米
国
・
カ
ナ
ダ
産
牛
肉
に
つ
い
て
は
、

　

年
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
感
染
牛

０３が
発
見
さ
れ
、
原
因
物
質
で
あ
る
異
常
プ

リ
オ
ン
に
汚
染
さ
れ
た
牛
の
脳
や
脊
髄
を

人
が
食
し
た
場
合
、
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ

フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
に
感
染
す
る
こ
と

か
ら
、
輸
入
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
農
水
・

厚
労
両
省
の
諮
問
を
受
け
、
内
閣
府
食
品

安
全
委
員
会
が
「
生
後　

ヶ
月
以
下
で
特

２０

定
危
険
部
位
を
す
べ
て
除
去
す
る
」
と
い

う
輸
入
条
件
が
守
ら
れ
る
こ
と
を
前
提

に
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
産
牛
肉
が
日
本
の
牛

肉
と
比
べ
て
Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
関
す
る
リ
ス
ク
が

同
等
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
議
を
続
け
て

き
た
。

　

今
月
８
日
食
品
安
全
委
員
会
は
、
こ
う

し
た
前
提
条
件
が
守
ら
れ
れ
ば
、
国
産
牛

肉
と
の
危
険
性
の
差
は
非
常
に
小
さ
い
と

し
た
報
告
書
を
ま
と
め
、
農
水
・
厚
労
両

省
に
答
申
。
こ
れ
を
受
け
て
、
政
府
が
輸

入
再
開
を
決
め
た
。

　

両
省
は
米
国
・
カ
ナ
ダ
両
国
に
対
し
て
、

①
脊
髄
除
去
の
監
視
の
強
化
②
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の

汚
染
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
管
理
を
行

う
た
め
の
十
分
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
継

続
③
特
定
危
険
部
位
の
利
用
に
つ
い
て
、

牛
飼
料
へ
の
禁
止
の
み
な
ら
ず
交
差
汚
染

の
可
能
性
の
あ
る
他
の
動
物
の
飼
料
へ
の

利
用
の
禁
止－

が
必
要
で
あ
る
旨
要
請
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
団
体
に
輸
入
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
遵
守
に
つ
い
て
通
知
し
た
。

　

な
お
、
動
物
検
疫
所
で
は
、
米
国
及
び

カ
ナ
ダ
か
ら
日
本
向
け
に
輸
出
さ
れ
る
牛

肉
に
つ
い
て
は
、
全
ロ
ッ
ト
の
検
査
を
行

う
と
し
て
い
る
。


